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開放式石油ストーブ 
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このたびは本機をお買い求めいただき 
まことにありびとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、大切に保管 
しておいて < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買い求めの販売店にご相談ください。 
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正安全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいた 
だくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


〇嚷®感③ 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

AA 

この絵表示は、「を意」し 
ていただく内容です。 

〇 © 

この絵表示は、必ずして 
いただく「指示」内容です。 

説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための内容び記載されています。 


么周资 (DANGER) 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、火災の原因になります。 



么警告 (WARNING) 


★換気必要 


•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、季 L 幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

•換気する場合は、換気扇を使用したり（換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開 
けないと充分な換気びでさない場合びあります。 ）2 力所似上の（風の出入りのある）開 □ 

部を設けると効率よく換気でさます。 

窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



© 

換気 


★給油時消乂 



★可燃性ガス使用厳禁 


給油は、必ず消火しているこ 
とを確認し、ス I -ーブの温度 
び充分に下びってから、他に 
火の気のない所でおこなって 
<ださい。 

火災の原因になります。 



〇 

消乂 


ス I -ーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するち 
の（ガソ U ン、ベンジン、シ 
ンナー） や、 スプレーを 使用 
しないで < ださい。 

火災の原因になります。 



0 

使用禁止 


★スプレー宙厳禁 


スプレー 吿やカセツ ト こんろ 
用ボンベなどを、ス I -ーブの 
上や前に放置しないでくださ 
い。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



0 

禁止 


★油漏れ危険 



★空ださ厳禁 


起 


なべ、やかんやフライノくンな 
どは、空ださしないでくださ 
い。 

空ださすると火災の原因になります。 


0 

禁止 


参給油□□金は確実に締めて 
ください。 

給油□□金を下にして、油 
漏れびないことを確かめて 
<ださい。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単 
に給油□□金びはずれて、乂災の原因にな 
ります。 

参油タンクから油び漏れる状態では絶対に使 
用しないでください。火災の原因になりま 
す。 


〇 

確認 


★燃焼筒は正しくセツトする 


点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しく、しん調節器にセッ 
卜されているか、しんの上にのっていないかを必ず確かめてください。 

燃焼筒び正しくセットされていないと、異常燃焼し、火災になるおそれびあります。 
マッチ点乂の場合は、燃焼筒のセットを確認するととわに、マッチの燃えかすをしん付近 
やス I -ーブ内に落としたり、置台の上に置かないでください。火災の原因になります。 
マッチや点火用ライターなどの特に引火性の高いをのは、ス I -ーブ及びその周囲に絶対に 
置かないでください。火災の原因になります。 



〇 

確認 





































































































么警告 (WARNING) 


女カーテン、寝具など、可燃物近接厳禁 


参カーテン、布団、毛布などや燃えやすいもののそばでは使用しないでください。 

火災の原因になります。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 

•可燃物との離隔距離については、 P .4 の I ★可燃物翻巧!、合板、ふずま—の距離を 

BE の記載内容を参照してください。 



0 

禁止 


★寝るとさ消乂 


寝るとさや外出するとさ 
は、必ず火び消えている 
ことを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


消乂 


★巧類の乾燥厳禁 


お類などの乾燥には使用しな 
いで < ださい。 

衣類び乾燥すると、ス I -ーブ 
の熱気でゆれて落下して火びつさ、火災の原 
因になります。 





禁止 


A 注意 (CAUTION) 


★大なべ禁止 


# 


〇 


参天板からはみ出すような大 
さななベ、鉄板などをのせ 
ないで < ださい。 

内部に熱びこをったり炎び 
横にのびたりして異常燃焼のおそれびあり 
ます。 

参不安定なやかん、なべなどは使用しないで 
ください。 

転倒するおそれびあります。 


0 

禁止 


★移動-運搬するとさの注意 


♦ス I -ーブを移動する場合は、必ず消火し、 
ス I -ーブの温度び充分に下びってから、油 
タンクを取り出し、傾けないように静かに 
移動して < ださい。 

•修理-引越しなどで、ストーブを運搬される 
場合は、電池ケースから乾電池を取りはずし 
て、油タンクを取り出し、油受けざらのな油 
を必ず抜いてください。運搬の途中にな油び 
こぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 


〇 

指示 


★不良'灯油使用禁止 


変質な油（持ち越したな油など）、不純な油 
(な油!;(外の油•水-ごみび混入したな油な 
ど）などの不良な油を使用しないでください。 

異常燃焼や故障（しんび下びらない、点乂で 禁止 
さない、火び消えない）の原因になります。 


0 


★高温部接触禁止 



参燃焼中や消火直後は、高温 
部、天板（ストーブの上面） 

やガードに手など而れない 
よラを意してください。 

やけどのおそれびありま 
す。 

参やかんやなべの取っ手は、加熱している場合 
もありますのでやけどに注意してください。 


接触禁止 



I ★やかんやなべなどの使用注意 

やかんやなべなどをのせた場 
合は、細/こ\の注意をしてくだ 
さい。 

振動や接触によって、やかん 
やなべなどの熱湯びこぼれ、 

やけどをしたり、外筒（ガラス）び割れたり、 
異常燃焼（立炎）の原因になります。 

吹さこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お 
買い求めの販売店に点検を依頼してください。 
ス I -ーブの故障や請発生の原因になります。 
やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせな 
いでください。内部に熱びこをり、油タンクふ 
たなどび熱くなりやけどのおそれびあります。 


A 


注意 


女異常•故障時使用禁止 



油漏れやにおい、すすの発生、 

炎の状態など異常や故障と思 
われるとさは、使用しないで 
ください。事故の原因になります。 

緊急の場合でわあわてずに、しんを下げて消 
火してください。 


0 

使用禁止 


★燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばない 
で < ださい。 

やけどのおそれびあります。 
また、転倒すると乂災になる 
おそれびあります。 



0 

禁止 


★ふ<射熱に長時間あた5ない 


ス I -ーブの間近で店\<射熱に 
長時間あたりつづけると、低 
温やけどや脱水症状になるお 
それびあります。 

とくに、幼いお子様やお年寄 
り、体の不自由なかたや病気 
のかたなどの暖房には充分にミ主意してください。 



A 


やけど注意 


★高電圧注意 



★ほこりの除去 


点火装置は、点火時に高電圧 
び発生します。点火プラグに 
不用意にさわらないで<ださ 
い。 

感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするとさは、必ず乾電 
池を取りはずしてからおこなってください。 



A 

感電注意 


燃焼部周辺や置台、製品内部のほこりをとさ 
どさ掃除してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますの 
で、紙やビニールなどを入れないように注意 
してください。 

ごみ、ほこりび堆積すると、異常燃焼や火災 
の原因になります。 


〇 

指示 


































































































































田安全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★安全装置の作動確認 



★保管時にしていただくこと 


•使用開始時と、使用中は ] 箇月に]回!;(上、 
対震自動消火装置を作動させて確実に消乂 
することを確かめてください。 

確実に消火しないときは使用しないで、す 
ぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は ] 箇月に]回!;(上、 
気密油タンクの給油時消乂装置び作動する 
ことを確かめてください。 

正常にセット、作動しないとさは使用しな 
いで、すぐに修理してください。 


〇 

確認 


参長期間使用しないとさ、または保管すると 
さは、必ず义 J 油を抜いて、電池ケースから 
乾電池を取りはずしてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでく 
ださい。 

火災のおそれびあります。 だ izp 

•しんの手入れ（から焼きク U - ニング）は、 

風びあたる場所ではおこなわないでくださ 


〇 


い。 

火災のおそれびあります。 


★純正部品の使用 



★お子様やお年寄りのご使用に注意 


しんなどの部品は、必ずトヨト S 純正部品 
(指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ス I -ーブの性能を . 
損なうばかりでなく、故障や予想しない事故 指术 
び発生するおそれびあります。 


〇 


お子様やお年寄り、体の不自由なかたびお使 
いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の 
換気、高温部への接触によるやけど、低温や . 

けどや脱水症状などについて周囲の人び充分 JIaTv 

にを意してください。 


〇 


★分解修理-改造の禁止 



★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 


故障、破損したら使用しないでください。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないでくだ 
さい。 

不完全な修理や改造は危険です。 


女廃棄するとき 

ス I -ーブを廃棄処分するとさは、必ず油タン 
ク、油受けざら内のな油を抜さ取り、電池ケ 
ースから乾電池を取りはずしてください。 

な油や乾電池び入ったまま廃棄するとリヴイ 
クルの際、予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 


0 

分解禁止 

〇 

指示 


燃焼筒の外筒（ガラス）び欠けたり、割れて破 
損したままの状態では、絶対に使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそ 使用禁止 
れびあります。 


0 


★点乂前のま意 


使いはじめや、しんのお手入れをした後は、 
しんに充分な油びなじむよう、給油してから 
約20分待って、点火してください。 

しんに充分な油びなじんでいないと、しんの 
上下操作び重くなったり、点乂や消火びでさ 
ないことびあります。 


A 

ま意 


★正常燃焼の確認 


燃焼中はとさどさ炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすざたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 


〇 

確認 


★次の場所では使用しない 


火災や予想しない事故や故障の原因になります。 

り]< 平でない場所、不安定な場所） 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないで< 
ださい。 

対震自動消乂装置び誤作動することびあります。 
•しっかりしたじようぶな場所で使用してください。 

参移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでくだ 
さい。転落したり、火災になるおそれびあります。 


0 


^風のあたる場所、部屋の出入□、屋外^ 

参風のあたる場所や屋外では使用しないで 

ください。炎び出て危険です。 ^ . 

掃除機の排気にもを意してください。 使«ホ± 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつ 
まずく場所で使用すると、転倒して事故や火災び起さ 
るおそれびあります。 


(暖炉などストーブび囲われる場所） 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをし 
ないで < ださい。 

火災の原因になります。 


(ほこりや湿気のをい場所） 

粉類や繊維を取り扱う場所や温室-養鶏場など、塵やほ 
こりの多い場所では使用しないでください。 

燃焼用空気を取り入れる箇所び目づまり状態になり、異 
常燃焼を起こすおそれびあります。 


り品室-飼育室など人のいない場所^ 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれび 
あります。 


(不安定な物をのせた棚などの下） 

落下物により火災び起さるおそれびあります。 

〇1射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

参異常燃焼を起こすおそれびあります。 

参油タンクのな油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

(可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場戸の 

爆発や火災の原因になります。 

C 理•美容院、ク II - ごソグ店などスプレーや化学薬品を使う場戸む 

化学薬品びス I -ーブの熱で変化し、ス I -ーブの故障や、 
腐食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 

(高地 （1300 nU ツ上の場所)） 

酸素濃度び薄いので異常燃焼を起こすおそれびありま 
す。 









































































A 注意 (CAUTION) 


I ★可燃物（木壁、台ホ反、ふすまなど）との距離を離す I 皿 

•ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指定上の距離を保つよラに ffn 
してください。 ^ 

参ス I -ーブ上方の棚などとの距離は必ず] ml ； (上離してください。 

♦上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 。 

•カーテンなどび風でゆらいでをス I -ーブにふれないようにして<ださい。 
♦家具な どからは 充分な距離を離してください。 ^ 

^熱で変形や変色、自然発乂することびあります。^ 




お願い （ NOT に E) 

、 


★'灯油の廃棄 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 




图使用ずる場所 


★効果的に使用するために 

参外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入って<る場所にス I -ーブを置<と、冷気びス I -ーブで暖 
められて上昇対流しますので、部屋の温度のムラび少なくなり効果的な暖房びでさます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。 
♦部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、部屋の温度のムラびより少なくなり、効果的 
に暖房びできます。（このときス I -ーブには直接風びあたらないように注意してください。） 



3 . 各部のなまス 

































































































































































画使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


1 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
うえで、包装箱から包装材などを取り除さ、製品を傷 
付けないように取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要です。 
取扱説明書を忘れずに保管してください。 


/-お願い- N 

包装材は可燃物ですか5、必ず取り除いてください。 

\__ J 


2 


ガードのち下すみを少し持ち上げて手前に引さ、ガ 
ードを開けて < ださい。 



3 


燃焼筒を納めている包装 
材を取り除さ、燃焼筒を 
取り出してください。 

参包装材の穴に指を入れ、 
内側に折り曲げてある 



部分（凹部）を引さ出 
し、包装材を下へ下げ 
て、燃焼筒を取り出し 
てください。 


/-お願い- N 

燃焼筒の端面に手、指などふれないようにしてくださ 
い。 

V_ J 

4反射板固定用のテープを取りはずしてください。 



燃料 


女ガソリン使用禁止 


A ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくださし、。 
少量の混入でも、乂災の原因になります。 

善燃料は口油 ( JIS 1 号な油）を必ず使用してください。 

善不良な油煙質な油、不純な油）は、絶別こ使用しないでください。 

•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとさ 
はあわてずに、緊急消火ボタンを押して消火してください。 

•変質な油（持ち越した巧油など）、不純な油（な油！;(外の油， 

水•ごみび混入した灯油など)などの不良な油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（添加斉リ）は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 



(§) 

ガソリン禁止 


善な油の保管のしかた 

•な油は必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

参な油容器は専用のされいな容器を使 
用してください。またな油容器は必 
ず色付さのな油専用容器を使用して 
<ださい。 

参な油容器内のな油び少ないと温度変化 
により結露して水びたまることびあり 
ます。 

• ドラムちなどで、長期間大量に保管し 
ないで < ださい。 

•お子様の手のとどかない所に保管して < ださい。 


0 

禁止 


f な油とガソリンの見分けかたのポイント ^ 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 

(乂の気のない所でおこなってください。） 

〇な油 

X ガソリン 

沛额 

^ 濡れたままです。 

脊鐵 

すぐに乾いてしまいます。^ 



良い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のないを暗所へ保管。 



悪い保管 


直射曰光、雨水の当たるベ 
ランタ'など、室外の保管。 



0 

禁止 



C 変質な油とは） 

•ちいな油。（ひと夏持ち越したな油） 
•曰光の当たる場所や、温度の高い場所 
に保管したな油。 

参容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管したな油は変質しやすい。 
参変質のひどいをのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

参変質を防ぐためな油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてください。 



0 

使用禁止 


不純な油とは 


•な油(外の油（ガソ U ン、シンナー、天 
ぷら油、機械油、重油など）びほんの少 
しでを混入したな油。 

参水やごみび混入したな油。 



0 

使用禁止 


I iirrm 







































































































燃焼筒をセツトする 


乾電池を取り付ける 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトし燃焼筒つ 
まみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しくセット 
されているか確かめてください。 


参乾電池は別売です。 

参市販の単二形乾電池 （4 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、©©を正しく合わせて入れてください。 



2ガードを、ちとの位置に閉じてください。 

-お願い- 


製品の輸送中に生じた外筒（ガラス）の破損、燃焼筒の 
変お、ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてく 
ださい。 



•充電式電池では電圧び低く着火しにくくなります。 

参新しい乾電池とちい乾電池、種類の違う乾電池を混ぜて 
使用しますと、点火でさなかったり、点火しにくくなっ 
たり、液漏れや破裂する原因になります。 


不良な油（変質な油-不純な油）の見分けかた （コップに水を入れ、次にな油を入れて背後に白い紙をあてます。) 


保管期間び短く、水と同じ無色透少しでも色びついていたら使用しな 
明なら正常。 し、 



紫外線でな油び劣化した時は、な油 
び変色しにくく見分けかたび難しく 
なります。 

ひと夏持ち越したな油は無色透明で 
を絶対に使用しないでください。 


変質な油や不純な油などの不良な油を使用すると 


♦変質な油や不純な油などの不良な油を使用しま 
すと、な油の程度にもよりますが、1〜30曰 
のご使用でしんに多量のタールがたまり、しん 
の先端が固くなったり、点乂しにくくなったり、 
しんび上下しにくくなったり、炎が大きくな5 
なくなったり、激しいにおいびしたりします。 
また、消乂時にしんが下び5ず乂び消えな<な 
ります。 

参ず^入した口油を使用しますと、油タンクに 
な油び残っていてち炎びルさくなったり、しん 
び上下しにくくなったり、異常燃焼を起こして 
激しいにおいびしたり、火び消えたりします。 

•ガソ U ン、シンナーなど、揮発性の高いものび 
混入したな油を使用しますと、火災の原因にな 
ります。 

V_ J 



万-変瓢油や不純り油などの不就油を使ったときの麵のしかた 


油タンクや油受けざら内の悪いな油を抜さ取 
り、良質の口油で内部を2〜3回洗浄してから 
良質のな油に入れ替えてください。（悪い口油 
び残っていると再発します。） 


2 n I 保管 1 「9しんの手入れをする」を参照 
して、しんの先端の固くなっている部分を、 
ラジオペンチなどで軽くつぶしてか5、しんの 

Q しんの手入れをおこなっても効果のないとき 
や、水び多量に混入している場合は、しんを 
取り替えてください。 

しんの取り替えは、販売店までお問い合わせ 
<ださい。 


V_ y 


/-お願い- N 

変質な油や不純な油などの不良な油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でち有料修理とな 
ります。 

V_ J 


ノ 








































































团使用前の準備 


給油のしかた 


給油は、必ず消乂していることを確認して、 
胃 S 他に乂の気のない所でおこなつてください。 

乂災の原因になります。 


油タンクを取り出す。 

参油タンクを取り出し、給油□□金を、左「〇」 
に回して取りはずしてください。 

•給油□□金を取りはずす前に、先端の弁部を押す 
と、給油□□金び取りはずしやすくなります。 




2 


油量計を見なが5|給油する。 

♦市販の給油ポンプの先端 
をソヤバラの手刖まで差 
し込んで、油量計を見な 
びら給油してください。 
(ホースび抜けないよラ 
に注意しなびら給油して 
<ださい。） 

参な油は、油量計のほぼ上 
部（ち図の給ミ由位霞今） 

まで給油してください。 

油タンクの油面び上昇し 
てくるとオレンジ色から 
黒色に変わります。 

入れ過ぎますと、あ而れ 
出ることびありますので 
充分に注意してくださ 
い。 

-お願い 


ジヤバラ 


こぼれま栓 



♦油タンクの中にある「こぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上びっているとさ 
は、弁を下へ押し下げてください。 

参油タンクの中にある「こぼれま栓」は、給 
油□□金びはずれたとさに、油漏れを防ぐ 
装置ですので、取りはずさないで<ださい。 



給油口 



3給油□□金を「カチッ」と 
音がするまでち「〇」に 
回して、しっかり締める。 

参カチカチと何度ち音びしてち大丈夫です。正しく 
締まると油タンクの赤色の線び見えなくなります。 
参給油□□金を下にして、油漏れびないことを確か 
めて < ださい。 

-ぉ願ぃ" 


給油□□金を斜めに 
締めたりすると、簡 
単に給油□□金がは 
ずれ、乂災の原因に 
なります。 


ホ色の線 




VJ 




しまつている 


しまつていない 
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ストーブの温度が巧分に下がってか5、 


参油タンクからな油び漏れ 
る状態で使用しないでく 
ださい。 

火災のおそれびあります。 
•同時に多数の油タンクに 
給油する場合は、類似し 
ている給油□□金びあり 
ますので、間違えないよ 
うにしてください。 

な油び出なくなったり、 
故障の原因になります。 
参な油容器の而たを、しっか 
り締めておいてください。 

こぼれたな油はよ<ふ 
き取る。 

•こぼれたな油は必ずされ 
いに度\さ取ってください。 
危険ですし、燃焼中に臭 
気を発生する原因にわな 
ります。 


〇 


消乂 



〔本機の給油□□金] 




R 油タンクをセットする。 

♦油タンクを、本体に正し 
く、ゆっくりとセットし 
てください。 


-お願い- 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用す 
る場合 

•市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)の中には、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合状態に 
なり、正しく給油でさないをのびあります。 

〔不具合]1スイッチを入れると、すぐに停止して 
しまう。 

(処置）•油タンクに差し込むホースの 
センサー部の位置（方向）を 

変ミス 

参ポンプの乾電池の消耗度を確 
かめる。消耗していれば交換 
する。 

2自動停止しない。な油びあ而れてしま 

5。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、 
固定具の位置を調整する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直 
ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプ 
など）を使用して、正しく,給油してください。 


給油するときの目ち 


>ス1-ーブを使用するとさは、とさどさ油量計を見て、な油びあるか確認してくださ 
し、油タンクの油面び減少して黒色からオレンジ色に変わります。油面び油量計の 
下部（ち図参照）まで減りましたら消乂して、給油してください。給油はな油びな 
くなる前におこなってください。 







































































































































点义前の準備と確認 


•ス I -ーブの上ちや周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びある 
と火災のおそれびあります。 

•ス I -ーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒と油タンクのセツトを確認する 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツトされているかどうか、燃焼筒つまみを左ちに2〜 
3回動かして、スムースに動<ことを確認して<ださい。 
♦油タンクびセツトされていないと、気密油タンクの給油 
時消火装置び作動して、しん調節つまみび戻り、点火で 
さません。 


巧震自動消乂装置のセツ 


しん調節つまみを r 点乂」 のち向 （〇) にゆっくり止まる 
まで回しますと、対震自動消乂装置は自動的にセットされ 
ます。対震自動消火装置びセットできない場合は、一旦し 
ん調節つまみを「緊急消乂位置」のち向 （ 〇 ) へ回してか 
らおこなって < ださい。 


旦使いかた 


点义のしかた 


r 

A ミ主意 

使いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに巧分丹油がなじむよう、給油し 
てか5約20分待って、点乂してください。 

しんに巧分な油がなじんでいないと、しん上下操作が重くなったり、点乂や消乂が 

A 

V 

でさないことがあります。 

注意 J 


参初めてお使いになるときは、点乂後、ス I -ーブに付着しているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらくお使 
いいただければにおいはな<なります。 

•点乂後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 
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電池点乂のしかた 


しん調節つまみを「点乂」の 
方向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみを「点乂」 

のち向 （ 〇 ) にゆっくり 
完全に止まるまで回してく 
ださい。（しんび上びり点 
火しまず。）※しん調節つま 
みの目印びほぼ真横になるまで回してください。 
•点火操作の途中で「ピィー」と言う放電音びしま 
すび、しん調節つまみはそのまま止まるまで回し 
て < ださい。 

• しん調節つまみび、止まらずに r 緊急消火位置」ま 
で戻ってしまう場合は、油タンクび正しくセット 
されているか確認してください。それでち戻って 
しまう場合は、一旦、しん調節つまみを r 緊急消 
火位置」のち向（〇)へ回してください。回せな 
い場合や硬い場合は、しんにタールびついていま 
ず。しんの手入れ（から焼さク U —ニング）または、 
新しいしんと交換してください。 

乂が着いたことを確認する。 

•火び着いたことを確認したら、手をしん調節つま 
みからゆっくりはなしてください。 

•乂び着いた後ちしん調節つまみを回しさったままで 
すと、乾電池の消耗び早くなります。またカーボン 
び付着して、点乂しにくくなる原因になります。 

点乂し(しくい場台は 

•点乂プラグ付近から白煙び出て点乂しにくい場合 
は、しん調節つまみを少し戻してから、再び「点 

乂」のち向に、ゆっくり止まるまで回ずと点火し 

やす < なりまず。 

•しんにタールやカーボンが付着したり、，な乂プラグ 
に水分がついていたり巧れてくると、点乂しにくく 
なりまず。しんの手入れ、しんの修正、点乂プラグ 
の掃除をおこなってください。 

(因 •手入の • n r 保管1 参照) 

•乾電池の電圧び不充分で点乂しにくい場合は、新 
しい乾電池〔単こ形乾電池4個]をご購入の5え 
交換してご使用ください。 

燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに 
2〜3回動かし、燃焼筒び正しくし 
ん調節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず確か 
めてください。燃焼筒び正しくセッ 
卜されていないと、異常燃焼し、乂 
災になるおそれびありまず。 


3 



2 



電池点乂が使えないとさ 


しん調節つまみを「点乂」 

の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを「点乂」 

のち向（〇)に、ゆっくり 
完全に止まるまで回してください。 

• しん調節つまみび、止まらずに「緊急消火位置」ま 
で戻ってしまう場合は、油タンクび正しくセット 
されているか確認してください。それでち戻って 
しまう場合は、一旦、しん調節つまみを「緊急消 
乂位置」のち向（〇)へ回してください。回せな 
い場合や硬い場合は、しんに夕ールびついていま 
す。しんの手入れ(から焼さク U —ニング)または、 
新しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点乂用ライターで点乂ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持 
ち上げ、マッチや市販の点火 
用ライターなどを使ってしん 
に火を着けてください。 

•たばこ用のライターで点火し 
ないで < ださい。 

•マッチで点乂した場合は、マッチの燃えかすをし 
ん付近やストーブ内に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださい。 

乂災の原因になります。 

燃焼筒のセットを確認する。 

•乂び着いたことを確認したら、燃焼筒つまみを左 
ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正しくしん調節器 
にセットされているか、しん 
の上にのっていないかを必ず 
確かめてガードを閉じてくだ 
さい。燃焼筒び正しくセット 
されていないと、異常燃焼し、 

乂災になるおそれびあります。 

参火び着いたことを確認したら、しん調節つまみを 
少しだけ（火び消えない程度に）消火の方向に回 
してみて、引っかかりびなくスムースにしんび下 
げられることを確認してから、もう一度しんを上 
げて使用してください。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃 
焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点 
火操作を始めからやり直してください。 



3 










































使いかた 


炎の調節のしかた 


A 警告 


巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下して乂がつき、乂災の原因になり 
ます。 




禁止 


A 注意 


やかんやなべなどをのせた場合は、細/こ、の注意をしてください。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどをしたり、外筒（ガラ 
ス）が割れたり、異常燃焼に炎）の原因になります。吹きこぼれたり、煮こぼれたり 
した場合は、お買い求めの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブの故障や績発生の原因になります。 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。内部に熱がこもり、 
油タンクふたなどが熱くなりやけどのおそれがあります。 


A 

注意 


玉目就 


炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

しん調節つまみを回してがを調節するときは、 mmhWB のイラストをよく昇,て、必ず正常燃焼の状態で使用してください。 


•しん調節つ3 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、燃焼筒の上部より約1〜 3 cm です。 


^異 常 

正 常 

正 常 

異 常^ 

乂 ^ f 

飄 1 

一 - 1' 

Cj 

m 

-3 cni 

赤熱 

■ 

X 

化!!!!り11!!!川!!が 
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しんの上げすざ 

(炎び大さくのびている） 

最大正常燃焼 

最小正常燃焼 

しんの下げすざ 

(燃焼筒び充分に赤熱しない) 

すすや一酸化炭素び 
^ 多く発生する 

炎の長さび 

1〜 3 cm 

炎びわずかに出ている状態 

においや一酸化炭素び 
多く発生する y 


善炎の大きさは上図のように、正常燃焼のが態でご使用してください。 

•点火後は燃焼筒び徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体び赤熱します。 

•部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラびでるとさは、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を 
左ちに2〜3回動かしてください。 

•炎び安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 
•燃焼中は、とさどさ炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。しんび上び 
りすざていたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 


乂力を弱<する場合の注意 


•前板の火力調節幅の表示を目安に調節してください。 

•火力を弱くした場合でを、燃焼筒全体び、充分に赤熱している状態で使用してください。 

参あまり乂力を弱くしすざると、においや一酸化炭素び多く発生し、しんにタールび付着し消乂時間び長くなります。 
•炎の大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によって小さ<なってさます。しん調節つ 
まみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならないときは、の pr 呆鲁1「9しん 
の手入れをする」 の項を参照して、しんの手入れをしてください。 

•変質な油や不純な油などの不良な油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったとさは、炎び 
大きくならないとともに、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、回 I 保管 1 「9しんの手入れをする」 の 
項を参照して、しんの手入れをしてください。 



消义のしかた 


通常の消乂の場合 


2 


しん調節つまみの目 EP を、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回す。 

しん調節つまみの目印を「消乂」のち向「〇」の 「ニオイセーブ消义位置」 までゆっくり止 
まるまで回してください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 

消乂を確認する。 

•においを少なくするため、約1〜5分程燃焼（炎び一部残る）して消乂します。 

•しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消乂位置」 にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 




緊急の消乂の場合 


善緊急消乂ボタンを押す。 

•急速に消乂させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置」 にあり、乂び消えたことを必ず確認してください。 

•緊急消乂ボタンを巧しても、しんび下び5ず消乂でさない場合は、しん調節つまみを 
強く左方向（〇)に回して、しんを下げてください。 

それでもしんが下が5なし嫣合は、油タンクを取り出し、乂び消えるまで燃やしきってください。(約1時間かかりまず。） 
















































•時間に余裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯 (2 日 Om 《程度)の水 
をかけて消火してください。 

f 水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよ^ 

うに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、後で油 
^受けざら内の水の入った灯油を抜さ、しん交換び必要です。_ J 


しんが下が5ない原圆ホ、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがありま 
すので、の ngg ] 「9しんの手入れをする」を参照し、しんの手入れをおこなうか、新 
しし、しんに交換してください。 


お願い 


消火後、約5分間は再点乂しないでください。燃焼筒び冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気 
びでたり、点\乂しないことびあります。 




固ち全装置 


巧震自動消乂装置 


•ストーブび地震（震度約5仪上）や強い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの危険を防ぐために自動的に消火させる 
安全装置です。 

参しん調節つまみを「点火」のち向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

参地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど 
異常びないことを確認した後、再点火してください。 


気密油タンクの給油時消乂装置 


•燃焼中に油タンクを取り出すと、自動的に消乂させる安全装置です。（しん調節つまみの目印び「緊急消火位置」に 
戻ります。） 

参油タンクを本体に挿入すると自動的にセットされ、しん調節つまみび回せるようになります。 

•気密油タンクの給油時消火装置は、消火した状態（しん調節つまみの目印び「ニオイセーブ消火位置」にある場合) 
でを油タンクを抜くと、「緊急消火位置」まで目印び戻り対震自動消火装置びセットでさなくなります。 

/-お願い-、 

燃焼中に、対震自動消火装置や、気密油タンクの給油時消火装置び働し V ■こ場合は、消火時のにおいび強く発生します。 
給油をされるとさは、においを抑えるためしん調節つまみで消火させ、消火を確認してから油タンクを取り出してくだ 
さい。 

V. _> 


3点検-手入れ 


点検 • 手入れのしかた 


点検-手入れをおこなうときは 


•ストーブを消乂し、ストーブの温度が巧分に下がってか5おこなってくださし、。 
参手をけがしないように手袋をはめておこなってください。 

•安全装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 


無た巧 flia — 


点検箇所 

点検内容 

処置方法 

ストーブの 
周囲 

参ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因になります] 

♦常に整理、掃除をし可燃物をス1-ーブの周囲に置 
かないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、な油び 
こぼれたり、たまったり、にじんでいません 
か。[火災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだな油はきれいにふ 
さ取ってください。 

油漏れ 

•油タンクから油漏れびありませんか。 

•製品から油漏れはありませんか。 

[火災の原因になります] 

参油タンクの給油□□金の、弁部な 

どにはさまっているごみなどを 、^。 K ^ 

取り除いてください。 

•口油び漏れている場合は、すぐに 
使用をやめ、お買い求めの販売店 
に修理对城頁してください。 ^ ^ 

外筒 
(ガラス） 

参欠けたり、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

♦お買い求めの販売店に相談して、新しい外筒（ガ 
ラス）に交換してください。 







































































因点検•手入れ 


点検 • 手入れのしかた 


■略!ミ IW ■因 W 眉> 


点検箇所 

点検内容 

処置方法 

ほこり 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内筒 
下部） 

•反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 
前板の下の隙間に紙やビニールなどび入りこ 
んでいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 

• P 1 保管 1 の1〜5頂を 

参照して本体を取りはず 
し、置台と油受けざらの 

隙間(特にしん案内筒の下// 

部)のほこり、ごみなどを 
取り除いてください。掃 

除機で吸い取るのも効果 

9 。 しん案内筒の下\ 

巧震自動 
消乂装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆすると、対震自動消火装置び作動し、そ 
のとさしんび下びり、しん調節つまみの目印び 
r 緊急消乂位置」に戻りますか。 

[確実に消火することを確認] 

♦しん調節つまみの目印び「緊急消乂位置」に戻ら 
ない場合は、しんの項の点検をしてください。 

参販売店に修理を依頼して<ださい。 

乾電池 

•点火プラグのスパーク音は、「ピィー」と鳴り 
ますか。掉2電池の電圧（消耗）点検] 

参音びかすれる場合は、電圧び下びっています。 
新しい乾電池に交換してください。 

新しい乾電池に交換しても直らない場合は、点乂 
プラグの項の点検をしてください。 

燃焼筒 

参燃焼筒の細かい穴に燃えかすや、すすび付着 
していませんか。[異常燃焼の原因になります。] 

参ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除 
さ、されいに掃除して<ださい。 

しん 

•しんの先端にタールび付着して、固くなって 
いませんか。 

•夕ールび付着している場合は、回 1 保管 1 「9しん 
の手入れをする」に従って、しんの手入れをおこ 
なって < ださい。 

/ _お陥い_ 

しんにタールが付着していると、次のような^ 

不具合が発生しまず。 


♦消火操作をしても、しんび下びらず、消 
火しない。 

参しん上下の操作び重く、スムースにでさな 
い。 

参点乂操作をしてを、点乂しない。 

♦燃焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににお 

L いびする。 J 

f の貝 レ* 、 

参しんの手入れは、風びあたる場所ではおこな 
わないで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 
の換気をしてください。 

参しんの手入れをおこなってち効果のない場合 

は、新しいしんに交換してください。 

V ソ 

点乂プラグ 

•点火プラグび、カーボンやタールで巧れてい 
ませんか。 

•点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点火不良の原因になります] 

参水をこぼしたりしていませんか。 

♦点火プラグび巧れているときは、「点乂プラグの 
掃除」に従って処置をしてください。 

争点乂プラグびしんにくい込んでいるときは、「し 
んの修正」に従って処置をしてください。 

気密油タン 
クの給油時 
消乂装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから油 
タンクを持ち上げると、気密油タンクの給油 
時消火装置び作動してしんび下びり、しん調 
節つまみの目印び「緊急消乂位置」に戻りま 
すか。 

♦しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置」に戻らな 
い場合は、しんの項の点検をしてください。 
♦販売店に修理を依頼してください。 


点乂プラグの掃除 


♦ガードを取りはずし、乾電池と燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点 
乂プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 

参掃除び終わりましたら、元通りにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電池 
を取り付けて正常に点火するかどうか確認してください。 

•点火しにくかったり、点火しない場合は、「しんの修正」をするか、もう一度きれいに掃除し 
直してください。また、しんの手入れ（か5焼きクリーニング）をおこなうと、点火プラグ 
に付着した水分や巧れび取れやすくなります。（回「9しんの手入れをする」参照） 


この部分を掃除する 



:点火プラグ- 


しんの修正 


•乾電池と燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側 
面を内側に、割り著などで軽く押さえるように撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、乾電池を取り付けて点火してく 

/ L ごし、 しんと点火プラグ ... ‘六 

の間を少し離す 


しんから離れている 



しんに接触している 


国定期点検 



長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に]回程度、シーズン終了後などに、お買い求め店、または、 
修理資格者[(財）曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術 
管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 

































































91 故障-異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前こ- 
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び 
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び 

ら 

な 

し飞 

し 
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上 
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作 
び 
重 
し飞 

乂 

の 

回 

じ 

び 

遅 

い 

乾 

電 

池 

の 

消 

耗 

び 

激 

し 

し飞 

処置ち法 


しんの出過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節する。 

し 

しんの出び少ない。 

〇 

〇 



〇 




〇 


しんの局さを調節する。 

新しいしんと交換する。 

ん 

しんに水を含んでいる。または油受けざら内に 
水び入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しんの手入れをする。または、新しし">しんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク内の灯油を正常なな油 
に交換する。 


しんにタールびついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


燃 

焼 

燃焼筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点乂してから必ず燃焼筒つまみを持って左ち 
に2〜3回動かす。 

燃焼筒の変形。 



〇 


〇 

〇 





内炎筒、外炎筒び変形していないかを確かめ 
る。（変形している場合は販売店に連絡する） 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にすさ間びある。 



〇 


〇 

〇 





しん調節器の上面にタールびついていないか。 
または燃焼筒下部に不揃いびないかを調べる。 


外筒（ガラス）にひびや割れびある。 



〇 


〇 

〇 





外筒（ガラス）を交換する。 

燃 

輯 

な油び変質している。（汚れた油やポ U 容器で 

1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんにタールびつく原因となるので正常なな 
油に交換する。 

打油び水やごみを含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


正常なな油に交換する。 

琴 

給油□□金び間違っている。 

〇 

〇 









給油□□金を正しいをのに取り換える。 

ン 

油タンクび本体に入っていない。 

〇 










油タンクを本体に入れる。 

乾 

乾電池び消耗している。 

〇 










新しい乾電池に交換する。 

巧 

池 

正しく入れていない。 

〇 









〇 

正しく入れ直す。 

点 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 










コードびはずれているとさは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 

乂 

点火装置びショート（短絡）している。 

〇 









〇 

ショートしないよラに直す。 

不明のとさは販売店に連絡する。 

装 

点火プラグの電極び正常でない。 

〇 










点火プラグび破損していないか確かめる。 

(破損している場合は販売店に連絡する） 

置 

点乂プラグびしんにくい込んでいる。 

点乂プラグびミちれている。 

〇 










しんを修正する。 

点火プラグを掃除する。 

し 置台 

製品内部に、ほこり、ごみびたまっている。 



〇 








製品内部を掃除する。 J 


この表じ(外の不具合びあるときや、処置ち法により処置をしても良くならないときは、使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談ください。 


画部品交換のしかた 



点乂装置は、点乂時に高電圧が発生します。点乂プラグに不用意にさわ5ないでく 
ださい。感電のおそれがあります。 

掃除-点検-お手入れをするとさは、必ず乾電池を取りはずしてか5おこなってく 
ださい。 


A 

感電ま意 


•しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

•替えしん、外筒（ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買い求めの販売店までお問い合わせください。 

•部品び販売店にない場合は、別紙のけ3 客様相談窓 □-覽」までお問い合わせください。 


インターネットでの部品購入は、 http://toyotonni.shop 1 4.nnakeshop.jp/ をご覧くださし、。 


部品交換のとさの注意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないよう注意しておこなってくださし、。 

①手をやけどしないように、ス I -ーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

③感電しないように、乾電池は必ず電池ケースから取りはずしてください。 

③手をけびしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理は危険でず。お買い求めの販売店か、（財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ巧術管理講習会修了 
者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず。 


しんの交換のしかた 


しんの交換ち法-ミ主意内容は、検査に合格したしんにはこのマーク 
トヨ耐熱しんに添付されているび貼ってあります。7-クの色彩は、 
取扱説明書をお読みください。白地にホインクで表示されています。 


燃焼筒び変形した場合や、外筒（ガラス）び割れたりした場合は、お買い求め 
の販売店、または別紙の I お客様相談窓□-覧 I までお問い合わせください。 


:燃焼筒の交換のしかた. 

1 

燃焼筒 

商品]-ド11113106 


トヨトミ純正適合しん 

トョ普較僅 g で9種商品ド11256907 


点乂プラグの交換のしかた 


点火プラグを交換するときは、お買い求めの販売店または、別紙の ® 客様相談窓□一覧]までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


♦ 画 I 使用前の準備 I 電池を取り付ける 1 を参照して、必ず4個とも市販の新しい乾電池弾二形乾電池]に交換してください。 

•取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますの 
で、再利用されることをおすすめします。 


































































圆保管（長期間使用しない場合) 



長期間使用しないとき、または保管するときは、必ずな油を抜いて、電池ケースか5 
乾電池を取りはずしてください。傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくださし、。 
乂災のおそれがあります。 


〇 

指示 


油タンク巧のな油を抜き 
取る。 

①ス I -ーブから油タンクを取 
り出し、市販の給油ポンプ 
(手動式）を、油タンクのこ 
ぼれま栓を押し下げてなな 
めに底まで押し込んで、油 
タンク内のな油を抜き取つ 
てください。 

-お願 い一 



こ ぼれま栓は、 はずせません。割り著などの棒を使つ 
てこぼれま栓を巧し下げたりしないでください。中に 
入ってしまうことがあります。 


2 


②わずかに残った打油は、油 
タンクに給油□□金を取り 
付け、油受けを本体の中か 
ら取り出して給油□□金に 
押し当て、油タンクを上下 
にゆすって抜いて < ださい。 

電池ケースから乾電池を、取 
り出してください。 


油受け 



ぉ願ぃ- 


乾電池を取り付けたまま保管すると液漏れしてストー 
ブを腐食させることがあります。 
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緊急消火ボタンを押して、対震自 
動消火装置を作動させ、しんを下 
げてから、ガードを開いて、燃焼 
筒を取り出してください。 




A 「しん調節つまみ」を 

1引さ抜いてください。 


C 本体の両側面と背面に 
^ ある止めねじ3本を、 
取りはずしてくださ 
し、本体を前方に傾け 
なびら、ゆっくりと上 
ちに持ち上げて取りは 
ずして < ださい。 


lijO 燕 Jj が 

累急消が强 Off 




給油ポンプ 


0 油受けざ5巧の'灯油を抜さ取る。 

油受けを取り出してから、油受け 
ざら内のな油を市販の給油ポンプ 
(手動式）で抜さ取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったまま保管すると、請 
や穴あさの原因になります。さ！^ 
れいなな油ですすぎ洗いをして 
ください。残ったな油は、布切 
れなどで吸い取ってください。 

-感震部の点検-手入れをおこなう 

参ごみやほこりがついていた5、 

やね5かい布でされいににふさ 
取つてくたさい。 感震部 

•鏡が多量に発生している場合 
は、お買い求めの販売店に修理 
を依頼してください。 

•ストーブ内の巧れは濡れた布で 
ふいて落とし、乾いた布で水気 
を取り除いてください。 


7本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器 
の上に正しくのせてください。 

8な油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。 

乾電池を取り付けます。 

Q しんの手入れをする。（か!5焼きクリーニング） 

-お願い- 

参しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわない 
で < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換気 
をおこなって < ださい。 



参しんの先端び固<なっているとさ 
は、ラジオペンチなどで固い部分 
を軽くつぶしてからおこなってく 
ださい。 

① 通常の点乂操作をして、正しく燃 
焼させてください。 

② 乂力びルさくなったら、しんを一 
杯に上げて自然に消火するまで燃 
やしさってください。 


ラジオ 
ペンチ_ 



しんを下げた状態に 


10緊急消乂ボタンを押す。 

対震自動消火装置を作動させ、 

してください。 

11乾電池を抜いてか5収納する。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管してくだ 
さい。 

「取扱説明書」も忘れずに大切に保管してください。 

-お願い- 

•高温多湿、直射日光の当たる場所には、保管しない 
でください。 

請が出たり、樹脂部品が変おする原因になります。 
•油タンクはな油を抜き、本体にセットして保管して 
ください。 

•'灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 
店にご相談ください。 



•'灯油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾電池は表示してある使用推奨期限内は電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 




































































图廃棄するとを 


回 nr 呆管 I の1〜6項を参照して、油タンク、油受けざら内のな油を抜さ取り、電池ケースから乾電池を取りはずして、各 
自治体の指導に従って廃棄してください。 


圆仕様 


^型式の呼び 

RS - S 23 C 、 

種 類 

自然通気形開放式石油ストーブ 
しん式-放射形 

外形寸法 
(置台を3む） 

高さ 

446 mm 

幅 

422 mm 

点火ち式 

電池点乂[単二形乾電池4個-別売] 

奥行 

330 mm 

質 量 

約 6.6 kg 

しん 

種 類 

普通筒しん 

トヨ而ホ/熱しん第] 29種 （ TTS -129) 

使用燃料 

灯油 （ JIS ] 号） 

最大燃料消費量 

2.25 kW 
(0.219 L / h ) 

呼び 

寸法 

内径 

65 mm 

厚さ 

2.5 mm 

暖房出力 

2.25 kW 

吸上量 

135% 

油タンク容量 

3.6 L 

安全装置 

対震自動消火装置(しん降下式） 
気密油タンクの給油時消火装置 

^燃焼継続時間 

約] 6.4 時間 


図 アフターサービス 


保証について 


•保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 
♦保証期間は、お買い求めの曰より1年間です。 

, -お願い- >v 

つぎのような原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでを意してください。 

(1) 変質な油や不純な油などの不良夕で由、またな油心外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品!;(外のものを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しんなど）の故障。 

(日）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による指示、危険-警告-を意-お願い事項び守られず、誤った使いちをされ 
た場合の故障や事故。 

•その他詳細な保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。 

V_ _ 


修理を依頼ずるとき 


♦囘 r 故障-異常の見分けかたと処置方法 I に従って、処置をおこなってください。 

直らないとさは、使用を中止し、必ずお買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然通気形開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… RS - S 23 C 

③ お買い求め年月曰 

④ 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
•保証期間び過ぎてしでも、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。 

参修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 

•修理•引越しなどで、ス I -ーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンク•油受けざ 
ら内のな油を抜いて<ださい。運搬の途中にな油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 

参補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

善消耗 • 劣化する部品 

•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、給油□□金、油受け 
参変質な油、不純な油などの不良な油の使用で劣化しやすい部品…しん 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明点は、お買い求めの販売店、または I お客様相談窓□一覧](別紙参照）までお問い合わ 
せ < ださい。 






















































i - an ミ石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買い求め曰から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。 


型式 RS-S23C 保証期間お買い求め日より 1 年間 ※販売店名•住所•電話番号 


※お買い求め曰 年 

月 

曰 

※お客様 ご芳名 


様 

す□田-田 □□ 



ご住所 



〔電話 ( 

) 



(※印欄に記入びない、あるいは購入-支払いを証明するをのびない場合は 株式会社卜3卜5 干4目7-日8日日な日日 2-822-1 144 

無効となりますから必ずご確認ください。） 

【無料修理規定】 


1 . お買い求め曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼附ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰- 
支払いを証明するちのをご提示のうえ、お買い求めの 
販売店または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でも、次の場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のを意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び 
損傷。 

(□) お買い求め後の器具の転倒、落下、衝撃、輸送等によ 
る故障及び損傷。 

(八）乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害そ 
の他環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定(外の燃料、または変質巧油や不純巧油などの不 
良な油を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）一般家庭用(外（例えば、温室や業務用の使用、車輔 • 
船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナ 
ンスの費用。 

(卜）本書にお買い求め年月日-お客様名-販売店名の記入の 
ない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを証明する商品の送り状- 
支払明細書の提示びない場合。ネット販売等を利用 
した個人売買品や譲渡品、中ち品（再生品）の修理。 

(チ）修理をご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


日.本書は曰本国内においてのみ有効です。 

目.本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に 
保管してください。 

•この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任ち）、及びそれ iU 外の 
事業ちに対するお客様の法律上の権利を制限す るちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買い求めの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修甩齡離品の保有期間について 
詳しくは、取扱説明書の「アフターサービス」の項をご覧 
<ださい。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の 
ために利用させていただく場合びありますので、ご了承 
<ださい。 

I 修理メモ ； 


株式会社 

ホームぺーシ http://www . toyotonni.jp 

本社干 467-08 己己 

名ち屋市瑞穂区桃園町日番] 7号 
フ U - コール0]20-]04-1己4 
TEL 〈0蛇〉の S -1144 
FAX 〈0蛇〉能含巧心 


















